
３２０

け
い

３
月
６
日
は
、二
十
四
節
気
の「
啓

ち
つ蟄
」
で
す
。
冬
ご
も
り
を
し
て
い
た

虫
が
、
蛇
や
蛙
な
ど
も
含
め
て
、
ま

る
で
戸
を
開
く
よ
う
に
顔
を
出
す
と

い
う
時
期
で
す
。

こ
の
日
は
、
今
年
は
ち
ょ
う
ど
望

で
満
月
で
す
。

七
十
二
候
は
、「
啓
蟄
」の
初
候
と

次
候
で
、「
巣
ご
も
り
虫
、
戸
を
開

く
」、「
桃
、
初
め
て
咲
く
」
で
す
。

初
候
は
二
十
四
節
気
と
同
じ
で
す

が
、
次
候
は
、
桃
が
咲
く
頃
に
し
て

あ
り
ま
す
。
桃
の
節
供
は
三
月
三
日

で
、
今
年
の
旧
暦
で
は
４
月
２１
日
で

す
。
そ
の
頃
に
な
れ
ば
、
桃
の
花
も

見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

笑
う
と
い
う
字
で
咲
く
と
読
ま
せ

て
い
ま
す
。「
微
笑
」
を
「
微
咲
」
と

も
書
き
ま
す
か
ら
、
心
は
同
じ
な
ん

で
し
ょ
う
。

一
茶
の
句
は
、
啓
蟄
に
合
わ
せ

て
、
蛇
も
穴
を
出
る
、
を
拾
い
ま
しせい

た
。
一
茶
は
そ
こ
へ
、「
結
構
な
ご
世

と
や
」
と
つ
け
て
慶
賀
と
し
て
い
ま

す
。

（
文
・
宮
川
洋
一
）

つらら（氷柱）が形成されるには、寒暖
の絶妙なバランスが必要なのですね。
ある日、私の診療所の軒先近くの栗の

枝につららを見つけました。凛として個
性があり、何と美しい姿でしょう。
昼には姿を消してしまっていました。

蟄虫啓戸（３月６日～３月１０日）
桃始笑（１１日～１５日）
・３月６日 啓蟄、望

３月12日

二
十
二

３月11日

二
十
一

３月10日

二
十

３月9日

十
九

３月8日

十
八

３月7日

十
七

３月6日

十
六

「
一
期
一
会
」

北信ローカル ３月６日号掲載

北
村

豊
（
小
布
施
町
栗
ヶ
丘
）

⑤

【
七
十
二
候
】

け
つ
か
う
な
御
世
と
や
蛇
も
穴
を
出
る一

茶
（
文
政
句
帖
）


